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日本大学薬学部　薬品物理化学研究室

田 口 博 之

1. は じ め に

日本大学は，1889（明治22）年に「日本法律学校」と
して創立されてから130周年を迎えた。現在，日本大学
には，16学部と17研究科と二つの独立研究科で構成さ
れる大学院が設置されており，収容定員数は10万人を
超える日本最大のマンモス校である。
日本大学薬学部は，1952（昭和27）年に「工学部（現
理工学部）薬学科」として千代田区神田駿河台に開設さ
れたのが始まりである。製薬工業の伸展と工学的知識を
体得した薬剤師を養成するために，ほかにはない理工学
部に併設された。しかし，諸般の事情により，理工学
部からの分離独立に向けた検討が行われるようになり，
1988（昭和63）年に薬学部が設置された。校舎は，千葉
県船橋市習志野台（旧理工学部野球場跡地）に開設され
た。当初は，1学年定員180名（薬学科120名，生物薬
学科60名）であったが，現在は，1学年定員244名の薬
剤師の養成に特化した6年制の薬学科のみである。ま
た，大学院は，2012（平成24）年度より，医療に関連し
た臨床的な課題を対象とする研究領域を中心とした「博
士課程4年」の体制へ移行され，1学年定員5名である。

2. 薬品物理化学研究室について

薬品物理化学研究室は，石松新太郎先生が主宰され
た香粧品化学教室を前身とする。1986年に薬品物理化
学研究室と改称され，佐藤孝俊先生（1980～1999年），
小川尚武先生（1999～2006年），齋藤好廣先生（2006～
2015年）へと受け継がれた。現在，藤井まき子先生
（2015年～）と田口博之（2019年～）の教授2名および
橋崎　要准教授との3名体制で研究室を運営している。
研究室所属の研究員は2名，大学院生は1名，学部生は
38名（6年生13名，5年生13名，4年生12名）である
（Fig. 1）。
研究室の主な担当科目は薬品物理化学 I, II，放射科学
および実習である。薬品物理化学 Iは主に化学熱力学や
物理平衡に関するものであり，薬の物理的・生化学的現

象を理解するためには重要な科目である。薬品物理化学
IIは反応速度，レオロジーや界面化学に関するもので，
物理薬剤学や製剤学の基礎となる。また，放射科学は，
放射線や放射性同位元素の物理的，化学的，生物学的性
質に関するものであり，放射性医薬品や放射線治療の
基礎となる。さらに，カリキュラム改訂に伴い，令和2
年度より6年生の科目として「香粧品科学」を十数年ぶ
りに復活することになり，本研究室の教員3名が担当す
る。

3. 研 究 活 動

界面化学やレオロジーに関する研究が中心で，エマル
ション中の添加物の安定性，界面活性剤やシクロデキス
トリン（CD）の水溶液物性，さらに新規のソフトマテリ
アルに関する研究が行われてきた。現在，新規に開発し
たソフトマテリアルを皮膚適用製剤の基剤として応用す
る研究を進めている。このほかにも，皮膚適用製剤のサ
イコレオロジー（レオロジー特性と人間の生理的感覚お
よび心理的判断との関係）評価についても検討している
（Fig. 2, 3）。また，製剤からの薬物の皮膚移行に及ぼす
要因について検討を行っている。ここでは，いくつかの
研究内容を紹介する。

3–1. 新規ソフトマテリアルの開発と皮膚適用製剤の基
剤への応用

CD水溶液にある種の油を加えると，不溶性の包接錯
体（析出物）が生じる。水にも油にも適度にぬれ性を有
する析出物であれば，油／水界面に吸着して固体膜が形
成される。例えば，流動パラフィン／水の二相系に CD
を加えて，ホモジナイザーで混合すると固体膜（乳化
膜）より安定化された Pickeringエマルション（CDエマ
ルション）を調製できる。この CDエマルションを皮膚
適用製剤の基剤として有用性を検討したところ，ミリス
チン酸イソプロピルを油相とした CDエマルションは，
薬物の皮膚透過を促進できることを明らかにした 1）。
レシチンは，油中で球状もしくは楕円状の逆ミセルを
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